
一

は
じ
め
に

日
本
語
の
表
記
の
ゆ
れ
の
中
で
も
外
来
語
の
表
記
の
ゆ
れ
は
、
報
道
機
関

（
�
）

に
お
け
る
表
記
の
基
準
作
成
な
ど
と
関
わ
っ
て
問
題
と
な
る
こ
と
が
多
い
。

し
か
し
、
現
代
の
日
本
語
に
お
い
て
外
来
語
表
記
に
ど
の
よ
う
な
ゆ
れ
が
見

ら
れ
る
の
か
と
い
う
実
態
に
つ
い
て
は
十
分
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
と
は
言

い
難
い
状
況
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
の
下
、
小
椋
（
二
〇
一
三
、

二
〇
一
四
、
二
〇
一
五
）
で
は
『
現
代
日
本
語
書
き
言
葉
均
衡
コ
ー
パ
ス
』

（
以
下
、B

C
C
W
J

）
を
資
料
と
し
て
、
外
来
語
表
記
の
ゆ
れ
の
実
態
調
査
を

行
っ
た
。

外
来
語
表
記
の
ゆ
れ
に
つ
い
て
は
、
宮
島
・
高
木
（
一
九
七
四：

一
）

に
、

⑴
「
イ
ン
キ
〜
イ
ン
ク
」「
ピ
ア
ノ
〜
ピ
ヤ
ノ
」「
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー

〜
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
」
の
一
方
を
か
く
人
が
、
実
際
そ
の
と
お
り
発
音

し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
表
記
に
ゆ

れ
が
み
ら
れ
る
背
景
に
は
発
音
が
あ
る
は
ず
で
あ
っ
て
、
発
音
の
慣

用
が
一
定
し
さ
え
す
れ
ば
、「
ピ
ン
ク
」「
メ
キ
シ
コ
」
の
表
記
が
一

定
し
て
い
る
よ
う
に
、「
イ
ン
キ
〜
イ
ン
ク
」「
テ
キ
ス
ト
〜
テ
ク
ス

ト
」
の
ゆ
れ
も
な
く
な
る
だ
ろ
う
。

と
あ
る
よ
う
に
発
音
の
ゆ
れ
と
の
関
連
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
佐
竹

（
一
九
八
六：

四
一
六
）
に
は
、
外
来
語
の
長
音
の
表
記
の
ゆ
れ
を
め
ぐ
っ

て
「
そ
の
語
を
ど
の
よ
う
に
発
音
し
て
い
る
か
と
い
う
発
音
・
語
形
が
大
き

く
か
か
わ
っ
て
く
る
」
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
指
摘
を
踏
ま
え
る
と
、
外
来
語
表
記
の
ゆ
れ
を
表
記
の
問
題

と
し
て
の
み
扱
う
の
で
は
な
く
、
外
来
語
の
発
音
の
ゆ
れ
と
い
う
観
点
も
加

え
て
多
角
的
に
調
査
、
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
そ
も
そ
も
外

来
語
表
記
の
ゆ
れ
と
発
音
の
ゆ
れ
と
の
間
に
ど
の
程
度
関
連
が
あ
る
の
か
に

（
�
）

つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
外
来
語
語
末
長
音
を
対
象
に
、B

C
C
W
J

と
『
日
本

書
き
言
葉
と
話
し
言
葉
に
お
け
る
外
来
語
語
末
長
音
の
ゆ
れ

小

椋

秀

樹
一



語
話
し
言
葉
コ
ー
パ
ス
』（
以
下
、C

SJ

）
と
を
用
い
て
外
来
語
語
末
長
音

の
表
記
と
発
音
の
ゆ
れ
の
実
態
調
査
を
行
い
、
外
来
語
語
末
長
音
の
表
記
と

発
音
と
の
関
係
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
。

以
下
、
二
節
で
調
査
資
料
と
す
る
コ
ー
パ
ス
（
レ
ジ
ス
タ
ー
）、
調
査
対

象
と
す
る
語
の
範
囲
に
つ
い
て
述
べ
る
。
三
節
で
調
査
結
果
を
報
告
し
、
四

節
で
そ
の
結
果
を
基
に
外
来
語
語
末
長
音
に
お
け
る
表
記
と
発
音
と
の
関
係

に
つ
い
て
考
察
を
加
え
る
。
最
後
に
五
節
で
本
稿
を
ま
と
め
る
。

な
お
本
稿
で
は
、
語
の
表
記
を
示
す
際
に
は
「
フ
ィ
ル
タ
ー
」「
フ
ィ
ル

タ
」
の
よ
う
に
か
ぎ
括
弧
を
付
け
て
示
し
、
語
を
示
す
際
に
は
《
フ
ィ
ル
タ

ー
》
の
よ
う
に
長
音
符
号
を
用
い
た
表
記
に
二
重
山
括
弧
を
付
け
て
示
す
。

二

調
査
資
料
・
調
査
対
象

二
・
一

調
査
資
料

本
稿
で
は
、
外
来
語
語
末
長
音
の
表
記
の
ゆ
れ
を
調
査
す
る
資
料
と
し
て

B
C
C
W
J

を
、
同
じ
く
発
音
の
ゆ
れ
を
調
査
す
る
資
料
と
し
てC

SJ
を
用
い

る
。

B
C
C
W
J

は
複
数
あ
る
レ
ジ
ス
タ
ー
か
ら
成
る
コ
ー
パ
ス
で
あ
る
た
め
、

今
回
の
調
査
に
お
い
て
ど
の
レ
ジ
ス
タ
ー
を
調
査
資
料
と
す
る
か
が
問
題
と

（
�
）

な
る
。
複
数
あ
る
レ
ジ
ス
タ
ー
か
ら
調
査
資
料
と
す
る
レ
ジ
ス
タ
ー
を
選
定

す
る
際
の
観
点
と
し
て
は
、
以
下
の
三
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

⑵

・C
SJ

に
収
録
し
た
二
〇
〇
〇
年
前
後
の
話
し
言
葉
と
同
時
期
の

書
き
言
葉
を
収
録
し
た
レ
ジ
ス
タ
ー
で
あ
る
こ
と
。

・
発
音
の
ゆ
れ
と
表
記
の
ゆ
れ
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
と
い

う
目
的
か
ら
、
国
が
定
め
た
外
来
語
の
表
記
の
基
準
で
あ
る

『
外
来
語
の
表
記
』（
一
九
九
一
年
、
内
閣
告
示
第
二
号
、
同
訓

令
第
一
号
）
に
忠
実
に
従
お
う
と
す
る
レ
ジ
ス
タ
ー
で
は
な

く
、
表
記
の
選
択
に
関
し
て
著
者
の
自
由
度
が
高
い
レ
ジ
ス
タ

ー
で
あ
る
こ
と
。

・
外
来
語
は
低
頻
度
語
が
多
い
た
め
、
調
査
に
十
分
な
用
例
数
を

確
保
す
る
こ
と
の
で
き
る
大
規
模
な
レ
ジ
ス
タ
ー
で
あ
る
こ

と
。

一
つ
目
の
観
点
か
ら
は
二
〇
〇
一
年
か
ら
二
〇
〇
五
年
に
発
行
さ
れ
た
書

き
言
葉
を
対
象
と
し
た
出
版
・
書
籍
、
出
版
・
雑
誌
、
出
版
・
新
聞
の
三
種

の
レ
ジ
ス
タ
ー
が
候
補
と
な
る
。
こ
れ
ら
三
種
の
レ
ジ
ス
タ
ー
に
お
け
る
外

来
語
語
末
長
音
の
表
記
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
小
椋
（
二
〇
一
四
）
に
お
い

て
調
査
を
行
っ
て
お
り
、
出
版
・
書
籍
に
お
け
る
語
末
長
音
の
表
記
の
ゆ
れ

が
二
割
台
で
最
も
高
く
、
表
記
に
関
す
る
著
者
の
自
由
度
が
高
い
こ
と
を
確

認
し
て
い
る
。
さ
ら
に
三
種
の
レ
ジ
ス
タ
ー
の
中
で
延
べ
語
数
が
最
も
多
い

の
も
出
版
・
書
籍
で
あ
る
（
延
べ
語
数
約
二
八
〇
〇
万
語
）。
以
上
の
理
由

か
ら
、
今
回
の
調
査
で
は
出
版
・
書
籍
を
調
査
資
料
と
し
た
。

B
C
C
W
J,C

SJ

と
も
言
語
単
位
と
し
て
長
単
位
と
短
単
位
の
二
種
類
を
採

（
�
）

用
し
て
い
る
。
今
回
の
調
査
で
は
、
こ
の
う
ち
短
単
位
を
用
い
た
。
た
だ
し

B
C
C
W
J

とC
SJ

と
で
は
、
外
来
語
の
短
単
位
認
定
に
違
い
が
あ
る
。

二



B
C
C
W
J,C

SJ

共
に
原
語
で
一
語
に
相
当
す
る
も
の
を
最
小
単
位
と
す
る
点

は
共
通
し
て
い
る
。
し
か
しB

C
C
W
J

で
は
そ
の
最
小
単
位
を
他
の
最
小
単

位
と
結
合
さ
せ
ず
に
単
独
で
一
短
単
位
と
す
る
の
に
対
し
て
、C

SJ

で
は
他

の
最
小
単
位
一
つ
と
の
結
合
ま
で
を
一
短
単
位
と
し
て
い
る
。
例
え
ば
、

《
フ
リ
ー
ツ
ア
ー
》《
逆
フ
ィ
ル
タ
ー
》
は
、B

C
C
W
J,C

SJ

で
そ
れ
ぞ
れ
次

の
よ
う
に
単
位
認
定
さ
れ
る
。

⑶

B
C
C
W
J
：

｜
フ
リ
ー
｜
ツ
ア
ー
｜

｜
逆
｜
フ
ィ
ル
タ
ー
｜

C
SJ

：

｜
フ
リ
ー
ツ
ア
ー
｜

｜
逆
フ
ィ
ル
タ
ー
｜

今
回
の
調
査
で
は
、C

SJ

の
単
位
をB

C
C
W
J

の
基
準
で
修
正
し
た
上
で

集
計
し
、
分
析
を
行
っ
た
。

二
・
二

調
査
対
象

調
査
対
象
と
す
る
外
来
語
の
語
末
長
音
の
表
記
に
つ
い
て
は
、『
外
来
語

の
表
記
』
で
次
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。

⑷

英
語
の
語
末­er,­or,­ar

な
ど
に
当
た
る
も
の
は
、
原
則
と
し

て
ア
列
の
長
音
と
し
長
音
符
号
「
ー
」
を
用
い
て
書
き
表
す
。
た
だ

し
、
慣
用
に
応
じ
て
「
ー
」
を
省
く
こ
と
が
で
き
る
。

〔
例
〕
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

ギ
タ
ー

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

マ
フ
ラ
ー

エ
レ
ベ
ー
タ

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ス
リ
ッ
パ

長
音
符
号
で
表
記
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
て
い
る
が
、
長
音
符
号
を
省
く

表
記
を
慣
用
と
し
て
認
め
て
い
る
。

本
稿
で
取
り
上
げ
る
表
記
の
ゆ
れ
は
、『
外
来
語
の
表
記
』
の
規
定
に
関

わ
る
、「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
│
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
」「
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
│
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
」
等
の
語
末
長
音
を
長
音
符
号
で
書
く
か
省
く
か
と
い
う
ゆ
れ
と

し
た
。
そ
の
た
め
、「
シ
チ
ュ
ー
│
シ
チ
ュ
ウ
」「
ル
ー
│
ル
ウ
」
等
の
語
末

長
音
を
長
音
符
号
で
書
く
か
母
音
字
で
書
く
か
と
い
う
ゆ
れ
、「
プ
レ
ー
│

プ
レ
イ
」「
シ
ョ
ー
│
シ
ョ
ウ
」
等
の
長
音
符
号
で
書
く
か
連
母
音
で
書
く

か
と
い
う
ゆ
れ
は
取
り
上
げ
な
か
っ
た
。
発
音
の
ゆ
れ
に
つ
い
て
も
、
語
末

を
長
音
と
し
て
発
音
す
る
か
短
音
と
し
て
発
音
す
る
か
と
い
う
ゆ
れ
を
対
象

と
し
、
長
音
で
発
音
す
る
か
連
母
音
で
発
音
す
る
か
と
い
う
ゆ
れ
は
取
り
上

げ
な
か
っ
た
。

B
C
C
W
J

（
出
版
・
書
籍
）
に
つ
い
て
は
短
単
位
デ
ー
タ
一
・
一
を
対
象

に
『
中
納
言
』
二
・
二
・
二
・
二
で
、C

SJ

に
つ
い
て
は
短
単
位
デ
ー
タ

（C
SJ

第
四
刷
）
を
対
象
に
『
ひ
ま
わ
り
』
一
・
五
・
四
で
語
彙
素
（C

SJ

（
�
）

で
は
代
表
形
、
代
表
表
記
）
の
語
末
に
長
音
を
持
つ
外
来
語
を
収
集
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
検
索
条
件
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
（
例
と
し
て
、
語
末
ア
段

長
音
の
検
索
条
件
を
示
す
。）。

⑸

B
C
C
W
J

の
検
索
条
件
式

キ

ー：

（語
彙
素
LIK

E
″％

﹇ア
カ
サ
タ
ナ
ハ
マ
ヤ
ラ
ワ
ガ
ザ
ダ

バ
ァ
ャ

﹈ー″A
N
D
語
種
＝
″外

″

）

IN
（registerN

am
e＝

″出
版
・
書
籍
″A
N
D

（core＝
″true″O

R

書
き
言
葉
と
話
し
言
葉
に
お
け
る
外
来
語
語
末
長
音
の
ゆ
れ

三



core＝
″false″

））

W
ITH

O
PTIO

N
S
tglK

ugiri＝
″|″A

N
D
tglB

unK
ugiri＝

″#″
A
N
D
lim
itToSelfSentence＝

″1″
A
N
D
tglFixV

ariable＝
″2″

A
N
D
tglW

ords＝
″20″

A
N
D
unit＝

″1″
A
N
D
encoding＝

″
U
TF­16LE″A

N
D
endO

fLine＝
″C
R
LF″

⑹

C
SJ

の
検
索
条
件

﹇検
索
文
字
列

﹈
│
﹇代

表
形

（短
単
位

）﹈：

﹇ア
カ
サ
タ
ナ
ハ
マ

ヤ
ラ
ワ
ガ
ザ
ダ
バ
ァ
ャ

﹈
ー

﹇フ
ィ
ル
タ

﹈
│
﹇代

表
表
記

﹈：
﹇ア

カ
サ
タ
ナ
ハ
マ
ヤ
ラ
ワ
ガ
ザ

ダ
バ
ァ
ャ

﹈
ー
﹇で

終
わ
る

﹈

三

調
査
結
果

三
・
一

語
末
母
音
と
表
記
・
発
音
の
ゆ
れ

こ
こ
で
は
、B

C
C
W
J

（
出
版
・
書
籍
）、C

SJ

そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
、
外

来
語
語
末
長
音
の
表
記
・
発
音
の
ゆ
れ
が
ど
の
程
度
生
じ
て
い
る
の
か
見
て

い
く
。

B
C
C
W
J

（
出
版
・
書
籍
）
に
お
け
る
外
来
語
語
末
長
音
の
表
記
（
長
音

符
号
に
よ
る
表
記
（
長
音
符
号
表
記
）
か
長
音
符
号
を
省
く
表
記
（
符
号
無

表
記
）
か
）
の
調
査
結
果
を
表
１
に
、C

SJ

に
お
け
る
外
来
語
語
末
長
音
の

発
音
（
長
音
か
短
音
か
）
の
調
査
結
果
を
表
２
に
ま
と
め
た
。
表
１
の
「
全

体
」
列
に
はB

C
C
W
J

（
出
版
・
書
籍
）
の
長
音
符
号
表
記
、
符
号
無
表
記

の
度
数
と
割
合
と
を
、
表
２
の
「
全
体
」
列
に
はC

SJ

の
長
音
、
短
音
の

表 1 外来語語末長音の表記のゆれ（延べ）

オ段
3142

99.9％
3

0.1％
3145

エ段
1953

98.8％
23

1.2％
1976

ウ段
6414

99.2％
53

0.8％
6467

イ段
21968

74.9％
7373

25.1％
29341

ア段
47509

83.9％
9145

16.1％
56654

全体
80986

83.0％
16597

17.0％
97583

符号

符号
無表記

計

表 2 外来語語末長音の発音のゆれ（延べ）

オ段
474

98.5％
7

1.5％
481

エ段
610

98.9％
7

1.1％
617

ウ段
1533

99.3％
11

0.7％
1544

イ段
5405

93.1％
401

6.9％
5806

ア段
11556

90.6％
1204

9.4％
12760

全体
19578

92.3％
1630

7.7％
21208

長音

短音

計 四



度
数
と
割
合
と
を
示
し
た
。
ま
た
表
１
、
表
２
と
も
語
末
母
音
別
の
度
数
、

割
合
も
示
し
た
。

表
１
、
表
２
の
「
全
体
」
列
を
見
る
と
、B

C
C
W
J

（
出
版
・
書
籍
）
で

は
長
音
符
号
表
記
が
八
三
・
〇
％
、
符
号
無
表
記
が
一
七
・
〇
％
、C

SJ

で

は
長
音
が
九
二
・
三
％
、
短
音
が
七
・
七
％
と
な
っ
て
い
る
。B

C
C
W
J

で

は
長
音
符
号
表
記
が
、C

SJ
で
は
長
音
に
よ
る
発
音
が
定
着
し
て
い
る
こ
と

が
分
か
る
。

語
末
母
音
別
に
見
る
と
、B

C
C
W
J

（
出
版
・
書
籍
）、C

SJ

と
も
語
末
の

母
音
に
よ
っ
て
表
記
・
発
音
の
ゆ
れ
に
違
い
が
あ
る
。
符
号
無
表
記
率
を
見

て
い
く
と
、B

C
C
W
J

（
出
版
・
書
籍
）
で
は
イ
段
音
の
符
号
無
表
記
率
が

最
も
高
く
二
五
・
一
％
で
、
ア
段
音
が
一
六
・
一
％
で
そ
れ
に
次
ぐ
の
に
対

し
、
ウ
段
音
、
エ
段
音
、
オ
段
音
は
一
％
前
後
と
非
常
に
低
い
割
合
と
な
っ

（
�
）

て
い
る
。C

SJ

に
お
い
て
もB

C
C
W
J

（
出
版
・
書
籍
）
と
同
様
の
違
い
が

あ
る
。
ア
段
音
は
短
音
率
が
最
も
高
く
九
・
四
％
で
、
イ
段
音
が
六
・
九
％

で
そ
れ
に
次
ぐ
の
に
対
し
、
ウ
段
音
、
エ
段
音
、
オ
段
音
は
や
は
り
一
％
前

後
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
しB
C
C
W
J

（
出
版
・
書
籍
）
に
比
べ
る
と
、
短

音
率
の
高
い
ア
段
音
、
イ
段
音
で
も
そ
の
割
合
は
一
〇
％
以
下
で
あ
り
、
短

音
率
の
低
い
他
の
母
音
と
の
差
は
小
さ
い
。

次
に
、
語
末
が
ア
段
音
、
イ
段
音
の
語
を
対
象
と
し
て
、
よ
り
細
か
く
語

末
音
別
に
長
音
符
号
表
記
と
符
号
無
表
記
、
長
音
と
短
音
の
割
合
を
調
査
し

た
。
図
１
、
２
はB

C
C
W
J

（
出
版
・
書
籍
）
の
、
図
３
、
４
はC

SJ

の
調

査
結
果
で
あ
る
。
図
１
、
２
に
は
度
数
五
〇
〇
以
上
の
語
末
音
を
、
図
３
、

４
に
は
度
数
二
〇
〇
以
上
の
語
末
音
を
示
し
た
。

図
１
か
ら
図
４
を
見
る
と
、
語
末
音
に
よ
っ
て
表
記
・
発
音
の
ゆ
れ
に
違

い
の
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
こ
で
も
符
号
無
表
記
率
を
見
て
い
く
と
、

B
C
C
W
J

の
ア
段
音
（
図
１
）
で
は
、「
フ
ァ
」（
五
九
・
七
％
）、「
ア
」

（
三
三
・
四
％
）、「
ダ
」（
二
五
・
七
％
）、「
タ
」（
二
三
・
七
％
）
の
符
号

無
表
記
率
が
高
い
。
一
方
、
他
の
語
末
音
は
い
ず
れ
も
一
〇
％
以
下
で
あ

る
。
イ
段
音
（
図
２
）
で
も
同
様
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
。「
テ
ィ
」（
七
八
・

三
％
）、「
デ
ィ
」（
七
四
・
五
％
）
で
は
符
号
無
表
記
率
が
七
割
を
超
え
て

お
り
、「
リ
」（
二
三
・
二
％
）
も
二
割
台
で
あ
る
。
一
方
、
他
の
語
末
音
は

い
ず
れ
も
五
％
以
下
で
低
い
割
合
と
な
っ
て
い
る
。

C
SJ

の
ア
段
音
（
図
３
）
で
は
「
ア
」
の
短
音
率
が
三
八
・
四
％
で
最
も

高
く
、「
タ
」
が
一
一
・
八
％
で
そ
れ
に
次
ぐ
。
し
か
し
そ
の
他
の
語
末
音

の
短
音
率
は
一
割
を
下
回
っ
て
い
る
。
イ
段
音
（
図
４
）
に
つ
い
て
は
、
全

体
的
に
短
音
率
が
低
く
、
最
も
短
音
率
が
高
い
「
リ
」
で
も
一
〇
・
九
％

で
、「
リ
」
以
外
の
音
は
全
て
一
〇
％
を
下
回
っ
て
い
る
。

以
上
述
べ
た
と
お
り
、
語
末
の
母
音
別
に
見
た
場
合
、B

C
C
W
J,C

SJ

の

い
ず
れ
に
お
い
て
も
ア
段
音
、
イ
段
音
の
符
号
無
表
記
率
、
短
音
率
が
他
の

母
音
よ
り
も
高
く
な
っ
て
い
る
。
更
に
語
末
音
別
に
表
記
・
発
音
の
実
態
を

調
査
し
た
結
果
、B

C
C
W
J

（
出
版
・
書
籍
）
で
は
「
ア
」「
タ
」「
ダ
」「
フ

ァ
」「
テ
ィ
」「
デ
ィ
」「
リ
」
の
符
号
無
表
記
率
が
、C

SJ

で
は
「
ア
」

「
タ
」「
リ
」
の
短
音
率
が
他
の
語
末
音
に
比
べ
て
高
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。

つ
ま
り
、
語
末
音
に
よ
っ
て
符
号
無
表
記
、
短
音
化
の
生
じ
や
す
さ
に
偏
り

が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

書
き
言
葉
と
話
し
言
葉
に
お
け
る
外
来
語
語
末
長
音
の
ゆ
れ
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図 1 表記のゆれ（ア段音，語末音別） 図 2 表記のゆれ（イ段音，語末音別）

図 4 発音のゆれ（イ段音，語末音別）図 3 発音のゆれ（ア段音，語末音別）
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三
・
二

語
と
表
記
・
発
音
の
ゆ
れ

本
節
で
は
、
ど
の
よ
う
な
語
に
符
号
無
表
記
、
短
音
化
が
生
じ
て
い
る
の

か
見
て
い
く
。
た
だ
し
、
紙
幅
の
関
係
で
、
符
号
無
表
記
率
、
短
音
率
が
三

〇
％
以
上
の
語
末
音
を
持
つ
語
を
対
象
と
す
る
。
対
象
と
し
た
の
は
、

B
C
C
W
J

（
出
版
・
書
籍
）
で
は
「
ア
」「
フ
ァ
」「
テ
ィ
」「
デ
ィ
」
の
四

音
、C

SJ

で
は
「
ア
」
の
一
音
で
あ
る
。

語
末
音
ご
と
に
符
号
無
表
記
、
短
音
の
度
数
上
位
五
語
を
表
３
か
ら
表
７

に
挙
げ
た
（
表
４
の
み
上
位
四
語
）。
表
に
は
各
語
の
度
数
、
符
号
無
表
記

（
短
音
）
の
度
数
、
符
号
無
表
記
率
（
短
音
率
）
を
示
し
た
。
ま
た
、
表
の

下
に
は
そ
の
語
末
音
を
持
つ
語
の
異
な
り
語
数
、
延
べ
語
数
、
そ
の
延
べ
語

数
の
う
ち
符
号
無
表
記
（
短
音
）
で
用
い
ら
れ
た
数
も
示
し
た
。

ま
ず
、B

C
C
W
J

（
出
版
・
書
籍
）
に
お
い
て
語
末
音
「
ア
」
を
持
つ
語

を
示
し
た
表
３
を
見
て
い
く
。
表
３
の
下
に
あ
る
と
お
り
、
語
末
音
「
ア
」

を
持
つ
語
は
異
な
り
三
三
、
延
べ
一
一
二
四
で
あ
る
。
延
べ
一
一
二
四
の
う

ち
三
六
九
が
符
号
無
表
記
で
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
表
３
か
ら
、

《
エ
ア
ー
》
の
符
号
無
表
記
の
度
数
が
非
常
に
高
い
こ
と
が
分
か
る
。《
エ
ア

ー
》
だ
け
で
語
末
音
「
ア
」
の
符
号
無
表
記
の
六
四
・
五
％
を
占
め
る
。
ま

た
表
３
に
挙
げ
た
五
語
で
、
語
末
音
「
ア
」
の
符
号
無
表
記
の
九
六
・
七
％

表 3 符号無表記度数上位語（語末「ア」）

％

84.1％
100.0％
81.3％
80.0％
91.3％

※異なり 33，延べ 1124，符号無表記 369

無表記
度数
238

33

26

24

21

度数

283

33

32

30

23

語彙素

エアー
ピアー
オンエアー
ビューアー
ドラッグストアー

表 4 符号無表記度数上位語（語末「ファ」）

％

74.9％
94.8％
100.0％
3.6％

※異なり 16，延べ，916，符号無表記 547

無表記
度数
388

146

11

2

度数

518

154

11

55

語彙素

ソファー
バッファー
サイファー
メタファー

表 5 符号無表記度数上位語（語末「ティ」）

％

90.1％
56.3％
98.3％
96.1％
90.2％

※異なり 138，延べ 5363，符号無表記 4199

無表記
度数
548

467

456

392

332

度数

608

829

464

408

368

語彙素

コミュニティー
パーティー
プロパティー
セキュリティー
アイデンティティー

表 6 符号無表記度数上位語（語末「ディ」）

％

91.1％
81.6％
51.8％
87.1％
88.4％

※異なり 31，延べ 1394，符号無表記 1039

無表記
度数
431

168

118

74

61

度数

473

206

228

85

69

語彙素

ボディー
レディー
メロディー
スタディー
パロディー

書
き
言
葉
と
話
し
言
葉
に
お
け
る
外
来
語
語
末
長
音
の
ゆ
れ
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を
占
め
る
。

表
４
、
表
６
、
表
７
に
つ
い
て

も
、
表
３
と
同
様
の
傾
向
が
認
め

ら
れ
る
。
表
４
を
見
る
と
、《
ソ

フ
ァ
ー
》
が
語
末
音
「
フ
ァ
」
の

符
号
無
表
記
の
六
四
・
五
％
を
占

め
て
い
る
。
ま
た
語
末
音
「
フ

ァ
」
の
符
号
無
表
記
は
、
表
４
に

挙
げ
た
四
語
の
み
で
生
じ
て
い

る
。
表
６
で
は
、《
ボ
デ
ィ
ー
》

が
語
末
音
「
デ
ィ
」
の
符
号
無
表

記
の
四
一
・
五
％
を
占
め
、
表
６

の
五
語
で
語
末
音
「
デ
ィ
」
の
符

号
無
表
記
の
八
二
・
〇
％
を
占
め

る
。
表
７
で
は
、《
ド
ア
ー
》
が
語
末
音
「
ア
」
の
短
音
の
五
五
・
三
％
を

占
め
、
表
７
の
五
語
で
語
末
音
「
ア
」
の
短
音
の
八
六
・
三
％
を
占
め
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、B
C
C
W
J

（
出
版
・
書
籍
）
の
語
末
音
「
ア
」「
フ

ァ
」「
デ
ィ
」
に
お
い
て
は
、
一
部
の
語
に
符
号
無
表
記
が
生
じ
て
お
り
、

し
か
も
そ
れ
ら
の
語
の
符
号
無
表
記
の
度
数
や
符
号
無
表
記
率
が
高
い
た

め
、
こ
れ
ら
三
つ
の
語
末
音
の
符
号
無
表
記
率
が
高
く
な
っ
て
い
る
と
い
え

る
。C

SJ

の
語
末
音
「
ア
」
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

し
か
し
、B

C
C
W
J

（
出
版
・
書
籍
）
の
語
末
音
「
テ
ィ
」
に
つ
い
て
は

異
な
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
表
５
の
下
に
示
し
た
よ
う
に
、
語
末
音
「
テ

ィ
」
を
持
つ
語
は
異
な
り
一
三
八
、
延
べ
五
三
六
三
、
符
号
無
表
記
の
延
べ

数
は
四
一
九
九
で
あ
る
。
表
５
に
示
し
た
語
の
符
号
無
表
記
の
度
数
は
合
計

二
一
九
五
で
あ
る
が
、
全
体
に
占
め
る
割
合
は
五
二
・
〇
％
で
、
他
の
語
末

音
に
比
べ
る
と
低
い
割
合
と
な
っ
て
い
る
。

語
末
音
「
テ
ィ
」
を
持
つ
語
は
異
な
り
で
一
三
八
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
一

一
八
語
（
八
五
・
五
％
）
で
符
号
無
表
記
が
生
じ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

語
末
音
「
テ
ィ
」
は
他
の
語
末
音
と
は
異
な
り
、
特
定
の
語
に
符
号
無
表
記

が
生
じ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
語
末
音
「
テ
ィ
」
を
持
つ
広
範
囲
の
語
に
符

号
無
表
記
が
生
じ
て
い
る
。
ま
た
表
５
を
見
る
と
、
符
号
無
表
記
の
度
数
が

高
く
、
符
号
無
表
記
率
も
高
い
。
広
範
囲
の
語
に
符
号
無
表
記
が
生
じ
、
し

か
も
度
数
、
符
号
無
表
記
率
が
高
い
と
い
う
こ
と
が
語
末
音
「
テ
ィ
」
全
体

の
符
号
無
表
記
率
を
上
げ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
語
の
問
題
と
い

う
よ
り
、「
テ
ィ
」
と
い
う
語
末
音
の
問
題
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き

る
。

四

表
記
の
ゆ
れ
と
発
音
の
ゆ
れ
と
の
関
係

本
節
で
は
、
前
節
ま
で
の
調
査
結
果
を
基
に
外
来
語
語
末
長
音
に
関
す
る

表
記
の
ゆ
れ
と
発
音
の
ゆ
れ
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

ま
ずB

C
C
W
J

（
出
版
・
書
籍
）、C

SJ

の
調
査
結
果
か
ら
、
外
来
語
語

末
長
音
に
つ
い
て
は
表
記
・
発
音
と
も
に
ゆ
れ
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
長
音

符
号
に
よ
る
表
記
、
長
音
に
よ
る
発
音
が
定
着
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き

る
。
ま
た
語
末
母
音
に
着
目
し
た
場
合
、
ウ
段
音
、
エ
段
音
、
オ
段
音
に
ゆ

表 7 短音度数上位語（語末「ア」）

％

88.1％
62.2％
90.9％
69.2％
38.3％

※異なり 35，延べ 665，短音 255

短音度
数
141

23

20

18

18

度数

160

37

22

26

47

語彙素

ドアー
クラシファイアー
バリアー
アウトドアー
ストアー
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れ
が
少
な
く
、
ア
段
音
、
イ
段
音
に
ゆ
れ
が
多
い
こ
と
も
表
記
と
発
音
と
に

共
通
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
表
記
と
発
音
と
に
共
通
す
る
傾
向
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で

き
る
一
方
、
両
者
の
間
に
ず
れ
が
生
じ
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

B
C
C
W
J

（
出
版
・
書
籍
）
の
符
号
無
表
記
率
がC

SJ

の
短
音
率
を
約
一
〇

％
上
回
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
ず
れ
は
、
語
末
ア
段
音
と
語
末
イ
段
音

に
見
ら
れ
、
特
に
イ
段
音
の
ず
れ
が
顕
著
で
、
符
号
無
表
記
率
二
五
・
一
％

に
対
し
て
短
音
率
六
・
九
％
と
約
一
八
％
の
差
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ

の
ず
れ
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
の
は
、
語
末
ア
段
音
で
は
語
末
音
「
ア
」「
タ
」

「
ダ
」「
フ
ァ
」
の
、
語
末
イ
段
音
で
は
語
末
音
「
テ
ィ
」「
デ
ィ
」「
リ
」
の

無
表
記
率
の
高
さ
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
語
末
音
に
つ
い
て
詳
細
に
見
る
と
、
三
・
二
節
で
述
べ
た
と
お

り
語
末
音
「
テ
ィ
」
を
除
き
、
一
部
の
語
に
お
い
て
無
表
記
の
度
数
、
符
号

無
表
記
率
が
極
め
て
高
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
一
部
の
語
を
除
く
と
、
表

記
と
発
音
と
の
ず
れ
は
小
さ
く
な
る
。
つ
ま
り
一
部
の
語
に
お
い
て
発
音
と

無
関
係
に
符
号
無
表
記
が
定
着
し
て
い
る
も
の
の
、
全
体
と
し
て
は
表
記
と

発
音
と
は
関
連
を
有
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
符
号
無
表
記

率
が
高
い
語
（
表
３
、
４
、
６
）
を
見
る
と
、
拍
数
の
少
な
い
語
、
一
般

語
、
専
門
用
語
が
あ
り
、
現
時
点
で
は
何
ら
か
の
傾
向
性
を
見
出
す
こ
と
が

で
き
な
い
。
こ
れ
ら
の
語
に
お
い
て
符
号
無
表
記
が
多
く
生
じ
て
い
る
要
因

に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

し
か
し
語
末
音
「
テ
ィ
」
に
つ
い
て
は
、
三
・
三
節
で
見
た
よ
う
に
異
な

り
語
数
の
八
五
・
五
％
、
延
べ
語
数
の
七
八
・
三
％
で
符
号
無
表
記
が
生
じ

て
い
る
一
方
、
短
音
率
は
約
一
％
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
発
音
と
は
無
関
係

に
符
号
無
表
記
が
定
着
し
て
い
る
。
石
野
（
一
九
九
一：

四
七
│
四
八
）
で

は
、
発
音
と
表
記
の
不
一
致
の
例
と
し
て
語
末
音
「
テ
ィ
」
を
取
り
上
げ
、

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

⑺
〔
レ
モ
ン
テ
ィ
ー
〕
は
、
だ
れ
も
が
こ
の
よ
う
に
発
音
し
て
い
る

と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
を
〔
レ
モ
ン
テ
ィ
〕
と
書
く
人
が
い
る
。
同

様
に
〔
シ
テ
ィ
ー
〕
と
発
音
し
て
い
る
人
が
ほ
と
ん
ど
だ
と
思
わ
れ

る
の
に
、
広
告
な
ど
で
は
「
シ
テ
ィ
」
を
目
に
す
る
こ
と
が
は
な
は

だ
多
い
。
昔
、
暗
殺
さ
れ
た
「
ケ
ネ
デ
ィ
ー
」
大
統
領
の
名
も
、
大

抵
の
人
が
語
尾
を
伸
ば
し
て
発
音
し
て
い
た
は
ず
だ
が
、
マ
ス
コ
ミ

は
統
一
的
に
「
ケ
ネ
デ
ィ
」
と
書
い
て
い
た
。
な
ぜ
か
世
間
に
は
、

「
テ
ィ
」
や
「
デ
ィ
」
の
音
価
を
〔
テ
ィ
ー
〕〔
デ
ィ
ー
〕
と
誤
解
し

て
い
る
人
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。

今
回
の
調
査
結
果
は
、
石
野
（
一
九
九
一
）
の
指
摘
を
支
持
す
る
も
の
と
い

え
る
。
な
お
、
語
末
音
「
テ
ィ
」
に
表
記
と
発
音
と
の
不
一
致
が
生
じ
た
要

因
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

五

終
わ
り
に

本
稿
で
は
、B

C
C
W
J

（
出
版
・
書
籍
）
とC

SJ

と
を
資
料
と
し
て
、
外

来
語
語
末
長
音
の
表
記
と
発
音
の
ゆ
れ
の
実
態
調
査
を
行
い
、
さ
ら
に
外
来

書
き
言
葉
と
話
し
言
葉
に
お
け
る
外
来
語
語
末
長
音
の
ゆ
れ

九



語
語
末
長
音
の
表
記
と
発
音
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
。

外
来
語
語
末
長
音
に
つ
い
て
は
、
表
記
・
発
音
と
も
に
ゆ
れ
が
見
ら
れ
る

が
、
長
音
符
号
に
よ
る
表
記
、
長
音
に
よ
る
発
音
が
定
着
し
て
い
る
。
ゆ
れ

に
つ
い
て
も
、
様
々
な
語
や
語
末
音
に
生
じ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
特
定
の

語
や
語
末
音
に
お
い
て
高
い
度
数
（
比
率
）
で
符
号
無
表
記
（
短
音
化
）
が

生
じ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
外
来
語
語
末
長
音
の
表
記

と
発
音
と
の
ず
れ
に
つ
い
て
も
、
こ
の
特
定
の
語
や
語
末
音
で
符
号
無
表
記

（
短
音
化
）
が
生
じ
て
い
る
こ
と
が
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

今
回
の
調
査
で
は
、
語
末
母
音
、
語
末
音
と
い
う
観
点
か
ら
表
記
の
ゆ
れ

の
実
態
を
見
て
い
っ
た
。
今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
拍
数
、
語
構
成
、
語
義

と
い
っ
た
観
点
か
ら
表
記
の
ゆ
れ
の
実
態
に
つ
い
て
調
査
す
る
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
る
。

ま
た
、
語
末
の
ウ
段
音
、
エ
段
音
、
オ
段
音
に
つ
い
て
は
、
長
音
符
号
で

書
く
か
省
く
か
と
い
う
表
記
の
ゆ
れ
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
、

「
ル
ー
│
ル
ウ
」
等
の
長
音
符
号
と
母
音
字
に
よ
る
表
記
と
の
ゆ
れ
、「
プ
レ

ー
│
プ
レ
イ
」「
シ
ョ
ー
│
シ
ョ
ウ
」
等
の
長
音
符
号
と
連
母
音
に
よ
る
表

記
と
の
ゆ
れ
が
見
ら
れ
る
。
後
者
の
長
音
か
連
母
音
か
と
い
う
ゆ
れ
は
、

C
SJ

に
も
見
ら
れ
る
。
今
後
、
こ
れ
ら
の
表
記
・
発
音
も
含
め
て
外
来
語
語

末
長
音
の
表
記
・
発
音
の
ゆ
れ
を
考
え
て
い
く
必
要
も
あ
る
。

注（
１
）N

H
K

の
放
送
用
語
委
員
会
で
は
外
来
語
の
語
末
長
音
や
二
重
母

音
﹇ei

﹈
な
ど
の
表
記
に
つ
い
て
議
論
が
行
わ
れ
て
い
る
。
塩
田

（
二
〇
〇
六
）、
山
下
（
二
〇
一
二
、
二
〇
一
五
、
二
〇
一
六
）
を
参

照
。

（
２
）
外
来
語
の
表
記
と
発
音
に
つ
い
て
は
、N

H
K

放
送
文
化
研
究
所

が
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
石

野
（
一
九
七
四
）
を
参
照
。

（
３
）B

C
C
W
J

の
設
計
に
つ
い
て
は
、
山
崎
、
前
川
（
二
〇
一
四
）
を

参
照
。

（
４
）B

C
C
W
J

の
言
語
単
位
の
概
要
、
単
位
認
定
基
準
に
つ
い
て
は
小

椋
、
小
磯
、
冨
士
池
ほ
か
（
二
〇
一
一
）
を
、C

SJ

の
言
語
単
位
の

概
要
、
単
位
認
定
基
準
に
つ
い
て
は
小
椋
（
二
〇
〇
六
）
を
参
照
。

（
５
）
語
末
長
音
を
持
つ
一
部
の
外
来
語
に
お
い
てB

C
C
W
J

の
語
彙
素

とC
SJ

の
代
表
形
・
代
表
表
記
と
で
語
末
長
音
の
表
記
が
異
な
る

場
合
が
あ
る
（
例：

B
C
C
W
J

「
ド
ア
」、C

SJ

「
ド
ア
ー
」）。C

SJ

の
方
が
長
音
符
号
を
付
け
る
も
の
が
多
い
傾
向
に
あ
る
が
、
こ
の
よ

う
な
差
異
が
生
じ
て
い
る
語
は
多
く
な
い
と
予
想
さ
れ
る
。
差
異
が

生
じ
て
い
る
語
に
つ
い
て
は
、
符
号
無
表
記
の
語
彙
素
も
検
索
対
象

に
含
め
る
べ
き
で
あ
る
が
、
今
回
の
調
査
で
は
含
め
て
い
な
い
。
今

後
の
課
題
と
し
た
い
。

（
６
）
ウ
段
音
、
エ
段
音
、
オ
段
音
で
は
、
長
音
符
号
で
書
く
か
省
く
か

と
い
う
ゆ
れ
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
が
、
今
回
調
査
対
象
外
と
し

た
長
音
符
号
と
母
音
字
に
よ
る
表
記
と
の
ゆ
れ
、
長
音
符
号
と
連
母

音
に
よ
る
表
記
と
の
ゆ
れ
が
見
ら
れ
る
。C

SJ

に
も
同
様
の
発
音
の

ゆ
れ
が
見
ら
れ
る
。

一
〇
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